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１１月１２日、全国青年部は本社会議室において、年末手当満額獲得に向け本

社要請行動を行ないました。 

冒頭、根岸青年部長が要請文を読み上げ、「若年社員の離職が止まらず職場の

要員不足がより一層深刻化するなか、日々発生している輸送障害に対しても実直

に職務を全うすることで鉄道貨物輸送の社会的使命を果たしてきた。職場の最前

線で安全を最優先に輸送を担ってきた青年部員の奮闘に対し、直近の業績を理由

に手当を抑制しようとする会社の考え方は到底納得いくものではない。将来にわ

たって安心し希望をもってＪＲ貨物で働き続けられるよう、年末手当満額回答と

いう目に見える形での誠意ある回答を強く要請する」と職場の青年部員の声を訴

えました。要請内容の大筋は以下の通りです。 
 

・職場の要員不足が深刻化している中、荷主の要望に応えるために職場の青年部 
員が懸命に努力し、数多くの輸送障害にも安全最優先で対応してきた。この全 
国の社員の頑張りを「年末手当満額」という目に見える形で示すべきだ！ 

 

・これから厳しい冬を迎える北国では、灯油代や電気代が高騰していることから 
、年末手当は生活給としてのウエイトが極めて大きい！これ以上家族に我慢し 
て生活させられない！ 
 

・「健康経営」を会社として掲げている中で、物価高騰により自炊であってもお 
かずを１品減らしたり、見切り品の野菜を買うなどして節約している。これで
は十分な栄養のある食事が摂れない！ 

 

・職場では、「転職の話」が若い世代の話題の中心となっている！全国的に続い 
ている若年社員の離職にここで歯止めをかけ、優秀な人材を確保するためにも 
の年末手当満額支払いは必要である!! 

 


